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　 市 の 人 口 と 世 帯　　80,548 人 ( 前 月 比 ▲ 70) 男 40,017 人　 女 40,531 人　29,193 世 帯 8 月 1 日 現 在

提供：石岡まちづくりアカデミーⅢ
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平
成
21
年
度
の
一
般
会
計
の
当
初
予
算
額
は
、

２
６
５
億
１
６
０
０
万
円
で
し
た
が
、
繰
越
事
業
費
予
算
額

31
億
８
１
６
７
万
円
、補
正
予
算
額
23
億
47
万
円
を
加
え
て
、

予
算
総
額
は
３
１
９
億
９
８
１
４
万
円
と
な
り
、
当
初
予
算

と
比
較
し
て
20
・
７
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

財
政
事
情
書
は
市
の
家
計
簿
で
、
年
２
回
市
報
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
平
成
21
年
度
決
算
の
見
込
み
と
、
平
成

22
年
度
の
６
月
30
日
現
在
ま
で
の
財
政
状
況
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　

決
算
額
は
、
収
入
合
計
が
３
０
２
億
９
０
２
３
万
円
、
支

出
合
計
が
２
９
１
億
５
９
７
０
万
円
で
し
た
。
平
成
20
年
度

決
算
と
比
べ
る
と
、
収
入
は
15
・
７
％
の
増
、
支
出
は
15
・

１
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
収
入
か
ら
支
出
を
差
し
引
い
た

11
億
３
０
５
３
万
円
は
、
平
成
22
年
度
へ
繰
り
越
し
と
な
り

ま
す
。

特別会計名 予算総額 収入済額 支出済額 収入支出差引額
（予算に対する割合％） （予算に対する割合％） （翌年度に繰越）

授産所 2,673 2,521 94.3% 2,471 92.4% 50
国民健康保険 88 億 1,227 86 億    597    97.7% 85 億    211 96.5% 1 億    386
簡易水道事業 2,951 2,795 94.7% 2,765 93.7% 30
下水道事業 27 億 9,941 25 億 6,593 91.7% 25 億 4,219 90.8% 2,374
駐車場 2,080 2,284 109.8% 1,934 93.0% 350
老人保健 2,180 1,731 79.4% 1,343 61.6% 388
農業集落排水事業 3 億 5,471 3 億 4,319 96.8% 3 億 4,185 96.4% 134
霊園事業 3,525 3,470 98.4% 3,407 96.7% 63
介護保険 50 億 3,512 49 億 8,259 99.0% 49 億 5,767 98.5% 2,492
介護サービス事業 3 億    581 2 億 4,419 79.9% 2 億 4,419 79.9% 0
後期高齢者医療 5 億 9,169 5 億 8,931 99.6% 5 億 8,787 99.4% 144
合計 180億 3,310 174億 5,919 96.8% 172億 9,508 95.9% 1 億 6,411

水道事業 予算総額 決算見込額（予算に対する割合％）

収益的収入および支出 収入 5億 6,042 5 億 5,191 98.5%
支出 5億 4,862 5 億 3,434 97.4%

資本的収入および支出 収入 8億 3,401 8 億 3,419 100.0%
支出 10億 2,226 10 億 1,425 99.2%

特
別
会
計
と
は

　

国
民
健
康
保
険
や
下
水
道
事
業
な
ど
の
よ
う
に
、

保
険
料
や
使
用
料
な
ど
の
収
入
で
運
営
す
る
事
業
に

つ
い
て
、
そ
の
事
業
に
か
か
る
お
金
の
流
れ
を
分
か

り
や
す
く
す
る
た
め
に
、
一
般
会
計
と
は
別
に
設
け

ら
れ
た
会
計
区
分
の
こ
と
で
す
。

（単位：万円）

平
成
22
年
８
月
１
日
告
示 

第
２
５
３
号 

財
政
事
情
書

■ 

問
い
合
わ
せ　

財
政
課

                  

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
３
４
）

民生費
83億1,645万円

総務費
39億6,328万円

公債費
32億1,116万円

土木費
39億1,715万円

教育費
32億3,635万円

消防費
12億7,733万円

農林水産業費
19億6,373万円

その他
12億4,412万円

28.5%

13.6%13.4%
11.1%

11.0%

7.0%

6.7%

4.4%
4.3%

291億
5,970万円

衛生費
20億3,013万円

※それぞれの額には、前年度から繰り越された繰越明許費繰越額を含みます。

石
岡
市
の

家 
計 

簿
支出

平
成
21
年
度
一
般
会
計
決
算
の
見
込
み

平
成
21
年
度
特
別
会
計
決
算
の
見
込
み

収入

地方交付税国庫支出金
46億9,327万円

県支出金

繰越金

諸収入

地方消費税交付金 その他
16億411万円7億716万円

8億9,379万円

8億2,587万円

20億2,497万円

59億961万円

市債
34億3,830万円

33.7%

19.5%

6.7%

市税
101億9,315万円

15.5%
11.4%

302億
9,023万円

2.7% 5.2%

広報いしおか　№１１８　２

2.3%

3.0%



会計名 予算総額 4月～ 6月収入済額
（予算に対する割合％）

4 月～ 6月支出済額
（予算に対する割合％）

4月～6月支出負担行為額
（予算に対する割合％）

一般会計 296 億 6,940 93 億 3,399 31.5% 46 億 5,691 15.7% 96 億 5,152 32.5%
授産所 2,685 439 16.4% 460 17.1% 768 28.6%
国民健康保険 90 億 6,300 11 億    442 12.2% 12 億 6,625 14.0% 27 億    914 29.9%
簡易水道事業 2,856 336 11.8% 448 15.7% 1,272 44.5%
下水道事業 26 億 5,432 8,736 3.3% 1 億 8,508 7.0% 3 億 2,162 12.1%
駐車場 1,827 840 46.0% 90 4.9% 279 15.3%
老人保健 302 555 183.8% － 0.0% － 0.0%
農業集落排水事業 3 億 2,363 693 2.1% 1,100 3.4% 2,810 8.7%
霊園事業 1,955 607 31.0% 100 5.1% 529 27.1%
介護保険 50 億 4,097 7 億 5,957 15.1% 8 億 7,552 17.4% 9 億 1,555 18.2%
介護サービス事業 3 億 3,611 2,273 6.8% 6,886 20.5% 2 億 7,429 81.6%
後期高齢者医療 6 億 4,739 5,277 8.2% 5,251 8.1% 5,263 8.1%
合計 478 億 3,107 113 億 9,554 23.8% 71 億 2,711 14.9% 139 億 8,133 29.2%

水道事業 予算総額 4月～ 6月収入・支出済額
（予算に対する割合％）

収益的収入および支出 収入 5億 3,462 1 億 2,499 23.4%
支出 5億 2,547 6,096 11.6%

資本的収入および支出 収入 9,978 － 0.0%
支出 3億 1,126 － 0.0%

市
債
と
は
…

　

家
計
に
例
え
る
と
、
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
の
長
期
借
入
金
と
同

じ
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

市
が
提
供
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
の
う
ち
、
道
路
の
整
備
や
学

校
の
建
設
な
ど
は
借
金
を
し
て
も
よ
い
こ
と
が
法
律
で
決
め
ら

れ
て
い
て
い
ま
す
。

　

そ
の
理
由
は
、
一
時
的
に
多
額
の
費
用
が
か
か
る
た
め
と
、

道
路
や
学
校
な
ど
は
、現
在
利
用
し
て
い
る
市
民
だ
け
で
な
く
、

10
年
後
・
20
年
後
の
市
民
も
利
用
す
る
の
で
、
借
金
を
計
画
的

に
返
済
す
る
こ
と
に
よ
り
世
代
間
の
税
負
担
の
バ
ラ
ン
ス
と
、

サ
ー
ビ
ス
の
公
平
性
を
保
つ
た
め
で
す
。

　

平
成
22
年
６
月
30
日
現
在
の
市
債
残
高
は
約
５
３
０
億
円

で
、
昨
年
よ
り
約
１
億
円
減
っ
て
い
ま
す
。

財
産
と
は
…

　

家
計
に
例
え
る
と
、
貯

金
や
持
ち
家
の
こ
と
を
い

い
ま
す
。

　

基
金
は
、
将
来
の
た
め

に
蓄
え
て
お
く
預
貯
金
の

こ
と
で
、
必
要
に
応
じ
て

取
り
崩
し
て
利
用
し
て
い

ま
す
。

　

市
が
所
有
し
て
い
る
土

地
・
建
物
は
、
市
役
所
庁

舎
・
小
中
学
校
・
公
民
館

な
ど
で
す
。

土地 200 万 7,280.42 平方㍍
建物 27 万 9,045.91 平方㍍
基金 66 億 9,066 万円
有価証券・出資金など 3 億 4,646 万円

会計名 金額
一般会計 273 億 8,051 万円
うち石岡駅東土地区画整理事業 1 億 4,518 万円

下水道事業 197 億 4,473 万円
農業集落排水事業 30 億 7,883 万円
霊園事業 1,268 万円
水道事業 27 億 8,932 万円
合計 530 億     607 万円

市
債 

（
６
月
30
日
現
在
）
市
が
借
り
て
い
る
お
金

財
産 

（
６
月
30
日
現
在
）
市
が
所
有
し
て
い
る
資
産

（単位：万円）

財政事情書

統合保育所整備事業（やさと中央保育所）

東小学校校舎改築事業

平
成
22
年
度
予
算
執
行
状
況

※それぞれの額には、前年度から繰り越された繰越明許費繰越額を含みます。

　３　 広報いしおか　№１１８



　

市
で
は
、「
第
一
次
石
岡
市
総
合
計
画
」
の

将
来
像
の
実
現
に
向
け
て
、
８
つ
の
基
本
目
標

（
政
策
）
と
、
49
の
基
本
施
策
に
よ
り
ま
ち
づ

く
り
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

　
『
市
民
満
足
度
調
査
』
は
、
こ
れ
ま
で
市
が

●
「
満
足
度
」
と
「
重
要
度
」
と
は

　

市
民
が
生
活
の
中
で
、
日
ご
ろ
感

じ
て
い
る
「
満
足
度
」「
重
要
度
」
を

５
点
満
点
で
評
価
し
た
数
値
で
す
。

　

満
足
度
で
「
満
足
し
て
い
る
」
か

ら
「
不
満
で
あ
る
」
ま
で
、
重
要
度

で
は
「
重
要
で
あ
る
」
か
ら
「
重
要

で
な
い
」
ま
で
を
５
段
階
に
分
け
て

い
ま
す
。

　

８
つ
の
基
本
目
標
（
政
策
）
と
49

の
基
本
施
策
ご
と
に
、
満
足
度
と
重

要
度
を
評
価
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ

　

企
画
課

　

☎
２
３
・
１
１
１
１

　

 　
（
内
線
２
２
３
）

 

・
調
査
対
象
者
（
無
作
為
抽
出
）　

　

市
内
在
住
で
18
歳
以
上
の
男
女　

・
調
査
期
間

　

平
成
22
年
２
月
５
日
～
３
月
５
日 

・
調
査
方
法

　

郵
送
に
よ
る
調
査

・
回
収
結
果

　

配
布
総
数　
　

４
０
０
０
通

　

有
効
回
答
数　

１
３
０
４
通

　

有
効
回
収
率　

32
・
６
％

 ● アンケート調査の方法 ●

 

順
位

 

基
本
施
策

１
位

 

消
防
・
救
急
体
制
の
充
実

２
位

 

上
下
水
道
の
整
備

３
位

 

健
康
づ
く
り

４
位

 

防
災
体
制
の
充
実

５
位

 

情
報
公
開
と
対
話
の
推
進

【
満
足
度
】
が
高
か
っ
た
基
本
施
策

● 8 つの政策ごとの「満足度」

3 位 市民と行政の協働

4 位 環境共生・循環型社会の構築

1 位 教育・文化の充実

2 位 安全な地域づくり

6 位 行財政改革の推進

7 位 都市基盤の整備

8 位 産業の振興

5 位 保健・医療・福祉の充実 ↓

→
→
→

↑
→

↑
↓

前回との
順位比較今回  前回

行
っ
て
き
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
市
民
が
ど

の
程
度
、
満
足
・
重
要
と
感
じ
て
い
る
か
を
毎

年
調
査
し
て
い
ま
す
。
こ
の
結
果
か
ら
、
優
先

順
位
の
高
い
基
本
施
策
は
何
か
、
ど
の
施
策
に

重
点
を
置
く
の
か
を
導
い
て
い
ま
す
。

8 位 市民と行政の協働

2.93

2.86

2.86

2.81

2.82

2.78

2.60

2.49

2.90

2.89

2.87

2.84

2.84

2.81

2.58

2.45

順
位

 

基
本
施
策

１
位

 

地
域
医
療
の
充
実

２
位

 

消
防
・
救
急
体
制
の
充
実

３
位

 

防
犯
対
策
の
充
実

４
位

 

交
通
安
全
の
推
進

５
位

 

高
齢
者
福
祉
の
充
実

【
重
要
度
】
が
高
か
っ
た
基
本
施
策

● 8 つの政策ごとの「重要度」

3 位 都市基盤の整備

4 位 産業の振興

1 位 保健・医療・福祉の充実

2 位 安全な地域づくり

6 位 行財政改革の推進

7 位 環境共生・循環型社会の構築

5 位 教育・文化の充実

→

→

↓
→

→
→

↑
↑

4.26

4.24

4.04

4.01

3.99

3.95

3.94

3.69

4.27

4.25

4.00

3.91

3.97

3.96

4.04

3.71

今回  前回 前回との
順位比較

市民満足度調査
アンケート結果（概要）



順
位

基
本
施
策

１
位

駅
・
市
街
地
等
の
整
備

  

２
位

商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
の
振
興

    

３
位

公
共
交
通
機
関
の
充
実

      

４
位

交
通
安
全
の
推
進

        

５
位

防
犯
対
策
の
充
実

順
位

１
位

２
位

３
位

４
位

５
位

石
岡
中

駅
・
市
街
地
等
の
整
備

商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
の
振
興
公
共
交
通
機
関
の
充
実

交
通
安
全
の
推
進

道
路
の
整
備

府
中
中

防
犯
対
策
の
充
実

公
共
交
通
機
関
の
充
実

城
南
中

道
路
の
整
備

交
通
安
全
の
推
進

防
犯
対
策
の
充
実

商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
の
振
興

国
府
中

商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
の
振
興
公
共
交
通
機
関
の
充
実

地
域
福
祉
の
充
実

計
画
的
な
土
地
利
用

柿
岡
中

公
共
交
通
機
関
の
充
実

駅
・
市
街
地
等
の
整
備

商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
の
振
興
防
犯
対
策
の
充
実

交
通
安
全
の
推
進

八
郷
南
中

交
通
安
全
の
推
進

児
童
福
祉
の
充
実

工
業
の
振
興

防
犯
対
策
の
充
実

有
明
中

道
路
の
整
備

公
共
交
通
機
関
の
充
実

地
域
医
療
の
充
実

高
齢
者
福
祉
の
充
実

園
部
中

防
犯
対
策
の
充
実

駅
・
市
街
地
等
の
整
備

● 

居
住
中
学
校
地
区
ご
と　

上
位
５
位

● 

全
体　

上
位
５
位

業
務
改
善
必
要
度
が

高
か
っ
た
基
本
施
策

◆ 

市
民
満
足
度
調
査
に
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

市民満足度調査

石岡駅前

　

施
策
を
推
進
す
る
優
先
順
位
を
決
め
る
た

め
に
用
い
、
49
の
基
本
施
策
を
相
対
的
に

比
較
す
る
た
め
、
満
足
度
、
重
要
度
か
ら
偏

差
値
化
す
る
な
ど
の
方
法
で
算
出
し
て
い
ま

す
。

　

例
え
ば
、
業
務
改
善
必
要
度
の
数
値
が
大

き
い
ほ
ど
市
民
の
期
待
が
高
い
割
に
満
足
度

が
低
く
、
早
急
な
改
善
が
求
め
ら
れ
て
い

る
分
野
に
な
り
ま
す
。

　

業
務
改
善
必
要
度
を
算
出
す
る
こ
と
に

よ
り
、
市
民
が
ど
の
基
本
施
策
を
強
く
求

め
て
い
る
か
、
他
の
基
本
施
策
と
比
べ
て

改
善
が
必
要
か
な
ど
を
総
合
的
に
把
握

し
、
優
先
順
位
を
決
定
し
て
い
き
ま
す
。

◆ 

全
体
で
は
、
業
務
改
善
必
要
度
の
上
位

５
施
策
は
前
回
の
調
査
結
果
と
変
わ
ら
ず
、

「
駅
・
市
街
地
等
の
整
備
」「
商
業
・
サ
ー
ビ

ス
業
の
振
興
」、「
公
共
交
通
機
関
の
充
実
」、

「
交
通
安
全
の
推
進
」、「
防
犯
対
策
の
充
実
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。

業務改善必要度

　

石
岡
地
区
で
は
、「
駅
・
市
街
地
等
の
整

備
」
や
「
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
の
振
興
」
に

対
し
て
の
意
識
が
特
に
強
く
、
八
郷
地
区
で

は
、「
交
通
安
全
の
推
進
」
に
対
し
て
の
意

識
が
特
に
強
い
現
状
が
う
か
が
え
ま
す
。

★市民満足度調査の詳しい分析結果は、
　市のホームページに掲載しています。
　  　http://www.city.ishioka.lg.jp/HP



　

市
観
光
協
会
で
は
、
観
光
地
と
し
て

の
市
の
魅
力
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も

ら
う
と
と
も
に
、
観
光
客
の
交
通
の
利

便
性
を
高
め
る
た
め
、
９
月
か
ら
11
月

の
土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日
に
観
光
巡

回
車
を
運
行
し
ま
す
。

　

観
光
巡
回
車
は
、
石
岡
駅
を
起
点
と

し
、
常
陸
風
土
記
の
丘
、
朝
日
里
山
学

校
、
県
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
、
十
三
塚
果

樹
団
地
、
や
さ
と
温
泉
ゆ
り
の
郷
な
ど

の
主
要
観
光
施
設
を
約
１
時
間
で
巡
回

し
ま
す
。

　

一
日
乗
り
放
題
で
す
。
楽
し
い
市
内

観
光
に
、
ぜ
ひ
利
用
く
だ
さ
い
。 

【
運
行
日
】　

・
９
月
〜
11
月
の
土
曜
日
・
日
曜
日
・

祝
日
の
み
運
行
し
ま
す
。

※
平
日
は
、
運
行
し
ま
せ
ん
。

【
乗
車
券
料
金
（
一
日
乗
り
放
題
）】

・
大
人　
　
　
　
　
　

 　
１
０
０
０
円

・
小
・
中
学
生　
　
　

  　

  

５
０
０
円

※
未
就
学
児
は
無
料
で
す
。

【
乗
車
券
販
売
所
】

・
市
観
光
案
内
所
（
Ｊ
Ｒ
石
岡
駅
前
）

・
常
陸
風
土
記
の
丘

・
朝
日
里
山
学
校

・
県
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク

・
や
さ
と
温
泉
ゆ
り
の
郷

観光巡回車運行 ■問い合わせ　
・市観光協会　　☎ 43-1111　
・市観光案内所　☎ 24-5001

気軽に市内観光

ゆりの郷

朝日里山学校

フラワーパーク

秋コース運行時刻表（９～ 11月）

  巡回
コース

県フラワーパーク

朝日里山学校 常陸
風土記の丘

やさと温泉
　　ゆりの郷

石岡駅
バスターミナル
　　  発着

❶

❷

❸

❹

❺

❻

❼
❽

十三塚
果樹団地

※観光巡回車は、各便
とも乗車定員 10 人の
マイクロバスで運行
し、定員増の場合は増
車する予定です。

秋
コース

石岡駅
（出発）

常陸
風土記の
丘

朝日
里山学校

県フラワ
ーパーク

十三塚
果樹団地

やさと
温泉

ゆりの郷
県フラワ
ーパーク

常陸
風土記の
丘

石岡駅
（到着）

第 1便→ 8:40 8:50 9:05 9:10 9:15 9:20 9:25 9:35 9:45
第 2 便→ 9:55 10:05 10:20 10:25 10:30 10:35 10:40 10:50 11:00
第 3 便→ 11:10 11:20 11:35 11:40 11:45 11:50 11:55 12:05 12:15
第 4 便→ 12:30 12:40 12:55 13:00 13:05 13:10 13:15 13:25 13:35
第 5 便→ 13:45 13:55 14:10 14:15 14:20 14:25 14:30 14:40 14:50
第 6 便→ 15:00 15:10 15:25 15:30 15:35 15:40 15:45 15:55 16:05
第 7 便→ 16:15 16:25 16:40 16:45 16:50 16:55 17:00 17:10 17:20

土曜も運行します！
９月～11月の土・日曜日・祝日

風土記の丘

※交通状況などにより、運行に遅れが出る場合があります。
広報いしおか　№１１８　６



　

平
成
22
年
国
勢
調
査
は
、
我
が
国

が
本
格
的
な
人
口
減
少
社
会
と
な
っ

て
実
施
す
る
最
初
の
国
勢
調
査
で
、

日
本
の
未
来
を
考
え
る
た
め
に
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
調
査
で

す
。皆
様
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

★
国
勢
調
査
と
は

　

日
本
に
住
ん
で
い
る
す
べ
て
の
人

や
世
帯
を
対
象
と
す
る
国
の
最
も
重

要
で
基
本
的
な
統
計
調
査
で
、
国
内

の
人
口
や
世
帯
の
実
態
を
明
ら
か
に

す
る
た
め
に
行
わ
れ
る
調
査
で
す
。

　

大
正
９
年
の
第
１
回
調
査
以
来
、

５
年
ご
と
に
行
わ
れ
、
今
回
で
19
回

目
に
な
り
ま
す
。

★
調
査
の
時
期

　

調
査
は
、
平
成
22
年
10
月
１
日
現

在
で
実
施
し
ま
す
。

★
調
査
の
対
象
者

　

住
民
票
の
届
出
に
関
係
な
く
、
ふ

だ
ん
住
ん
で
い
る
人
と
世
帯
が
す
べ

て
対
象
と
な
り
ま
す
。
外
国
人
も
対

象
と
な
り
ま
す
。

★
調
査
の
内
容

◎
世
帯
員
に
つ
い
て
…
男
女
の
別
・

生
年
月
日
・
配
偶
者
の
有
無
・
就
業

状
態
・
従
業
地
ま
た
は
通
学
地
な
ど

15
項
目

◎
世
帯
に
つ
い
て
…
世
帯
員
の
数
・

住
居
の
種
類
・
住
宅
の
建
て
方
な
ど

５
項
目　

あなたの調査票には

日本の未来が

つまっています

HP

★
調
査
方
法

　

９
月
下
旬
ご
ろ
調
査
員
が
自
宅
に

伺
い
調
査
票
を
配
布
し
ま
す
。
調
査

票
に
世
帯
の
状
況
を
記
入
し
、
提
出

用
封
筒
に
入
れ
て
封
を
し
、
後
日
、

回
収
に
伺
っ
た
調
査
員
に
提
出
す
る

か
市
に
郵
送
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

★
調
査
結
果

◎
国
勢
調
査
の
人
口
は
、
選
挙
区

の
区
割
り
、
地
方
交
付
税
の
算
定
の

基
準
な
ど
の
法
定
人
口
と
し
て
利
用

さ
れ
ま
す
。

◎
男
女
・
年
齢
別
人
口
、
昼
間
人
口
、

高
齢
者
の
い
る
世
帯
な
ど
の
統
計

は
、
社
会
福
祉
、
雇
用
政
策
、
生
活

環
境
整
備
計
画
、
防
災
対
策
な
ど
の

行
政
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。

◎
学
術
・
教
育
・
企
業
な
ど
の
幅

広
い
分
野
で
利
用
さ
れ
ま
す
。

◆
詳
し
く
は
、
平
成
22
年
国
勢
調
査

広
報
サ
イ
ト
「
国
勢
調
査
e
‐
ガ
イ

ド
」
を
参
照
く
だ
さ
い
。

　

http://w
w

w
.stat.go.jp/data/

kokusei./2010/kouhou/index.htm

■
問
い
合
わ
せ　
　

企
画
課 

統
計
担
当

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
２
２
）

子
ど
も
手
当
の
手
続
は

　
　
　済
み
ま
し
た
か
？

　

今
年
４
月
１
日
か
ら
「
子
ど
も
手

当
」
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
手
当
は
、
次
代
の
社
会
を

担
う
子
ど
も
の
健
や
か
な
育
ち
を
社

会
全
体
で
応
援
す
る
制
度
で
、
中
学

３
年
生
ま
で
の
子
ど
も
を
養
育
し
、

請
求
手
続
き
を
し
た
人
に
支
給
さ
れ

ま
す
。
対
象
と
な
る
人
は
、
必
ず
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

転
入
や
転
出
で
市
町
村
が
変
わ
っ

た
時
や
、子
ど
も
が
生
ま
れ
た
時
は
、

そ
の
都
度
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま

す
。（
事
実
発
生
後
、
15
日
以
内
に

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
）

●
子
ど
も
手
当
を
ま
だ
申
請
し
て

い
な
い
人
へ

　

４
月
分
か
ら
子
ど
も
手
当
の
支
給

を
受
け
る
に
は
、
９
月
30
日
ま
で
に

請
求
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
10
月
１
日
以
降
に
請
求
し
た
場
合

は
、
請
求
し
た
翌
月
分
か
ら
の
支
給

に
な
り
ま
す
。

●
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
た
人

へ
（
自
動
的
に
子
ど
も
手
当
が
支
給

さ
れ
た
人
）

　

現
況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。（
該

当
者
に
は
、
書
類
を
６
月
上
旬
に
送

付
し
ま
し
た
）

※
提
出
が
な
い
場
合
、
６
月
以
降
の

手
当
は
、
届
出
が
あ
る
ま
で
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
。

●
振
込
口
座
に
つ
い
て

　

子
ど
も
手
当
の
振
込
口
座
は
、
受

給
者
名
義
の
口
座
に
限
り
ま
す
。
子

ど
も
名
義
な
ど
、
受
給
者
以
外
の
口

座
に
は
振
り
込
み
で
き
ま
せ
ん
。
受

給
者
名
義
の
口
座
で
あ
れ
ば
、
口
座

の
変
更
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

口
座
を
変
更
す
る
場
合
は
、
変
更

す
る
金
融
機
関
・
預
金
種
目
・
口
座

番
号
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
10
月
の

定
期
支
払
い
か
ら
口
座
の
変
更
を
希

望
す
る
人
は
、
９
月
17
日
（
金
）
ま

で
に
変
更
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の
口
座
に

も
子
ど
も
手
当
を
振
り
込
め
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

●
寄
付
に
つ
い
て

　

子
ど
も
手
当
の
全
部
ま
た
は
一
部

を
子
育
て
支
援
の
事
業
に
生
か
し
て

欲
し
い
と
い
う
人
は
、
市
に
寄
付
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
10
月
期
か
ら

希
望
す
る
場
合
は
、９
月
24
日
（
金
）

ま
で
に
連
絡
願
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

こ
ど
も
福
祉
課

☎
２
３
・
１
１
１
１

　
　
（
内
線
１
５
９
）

10 月１日実施 

国勢 査調2010

　７　 広報いしおか　№１１８



まちの
話題
できごと

まちの
話題
できごと

１
分
団
・
15
分
団
が
ポ
ン

プ
操
法
大
会
で
優
勝

▲ポンプ車操法競技に参加する消防団員

子
ど
も
会
幹
部
講
習
会
に

２
期
で
82
人
参
加

　

８
月
１
日
、
県
畜
産
セ
ン
タ
ー
駐

車
場
で
、
市
消
防
団
ポ
ン
プ
操
法
競

技
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

大
会
は
、
消
防
団
員
の
強
固
な
消
防

精
神
の
養
成
や
、
基
本
的
な
ポ
ン
プ

操
作
の
習
得
な
ど
を
目
的
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
気
温
32
度
、
照
り
つ
け

る
太
陽
の
下
で
、
多
く
の
来
賓
や
団

員
、
家
族
な
ど
の
見
守
る
中
、
競
技

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
市
内
18
個
分
団

中
、
ポ
ン
プ
車
の
部
に
３
個
分
団
18

人
が
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部
に
６
個
分

団
30
人
が
出
場
し
、
操
法
技
術
を
競

い
ま
し
た
。

　

ポ
ン
プ
車
の
部
で
第
１
分
団
（
若

　

夏
の
野
外
活
動
の
定
番
と
な
っ

た
、
市
子
ど
も
会
育
成
連
合
会
主
催

に
よ
る
幹
部
講
習
会
が
、小
学
５
・
６

年
生
を
対
象
に
、
龍
神
の
森
キ
ャ
ン

プ
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
共
同
生
活
を
す
る
こ
と

で
規
律
や
協
力
、
奉
仕
の
心
を
身
に

つ
け
る
と
と
も
に
、
集
団
生
活
の
楽

し
さ
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
毎
年
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
７
月
24
日
か
ら
25
日
の

第
１
期
に
37
人
、
７
月
31
日
か
ら
８

２
万
人
が
訪
れ

七
夕
ま
つ
り
開
催

▲テントを設営する子どもたち　

７
月
25
日
、
石
岡
駅
前
通

松
・
若
宮
・
府
中

地
区
）
が
、
小
型

ポ
ン
プ
の
部
で
第

15
分
団
（
瓦
谷
地

区
）
が
優
勝
し
ま

し
た
。

　

こ
の
大
会
の
優

勝
チ
ー
ム
は
、
10

月
24
日
に
つ
く
ば

市
で
開
催
さ
れ
る

茨
城
県
消
防
ポ
ン

プ
操
法
競
技
大
会

県
南
北
部
地
区
大

会
に
、
市
の
代
表

と
し
て
出
場
し
ま

す
。

月
１
日
の
第
２
期
に
45
人
の
児
童

が
参
加
し
て
、
飯
ご
う
炊
さ
ん
や

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
、
自

分
た
ち
が
泊
ま
る
テ
ン
ト
の

設
営
な
ど
を
体
験
し
ま
し

た
。

　

参
加
し
た
児
童
は
、
日
常

生
活
か
ら
離
れ
、
屋
外
で
の

テ
ン
ト
設
営
や
食
事
の
準
備

な
ど
慣
れ
な
い
活
動
に
戸
惑

い
な
が
ら
も
、
仲
間
と
一
緒

に
楽
し
い
２
日
間
を
過
ご
し

ま
し
た
。　

り
で
「
い
し
お
か
七
夕
ま
つ
り
」

が
開
催
さ
れ
、
市
内
外
か
ら
２
万

人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

歩
行
者
天
国
に
な
っ
た
駅
前
通

り
は
、
家
族
や
友
人
な
ど
と
訪
れ

た
人
た
ち
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

通
り
は
、
市
内
19
小
学
校
の
児

童
が
願
い
を
綴
っ
た
色
と
り
ど
り

の
短
冊
で
飾
ら
れ
、
地
元
企
業
や

団
体
が
作
っ
た
七
夕
飾
り
の
コ
ン

テ
ス
ト
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
風
に

な
び
く
七
夕
飾
り
が
、
来
場
者
の

▲七夕飾りで飾られた駅前通り

目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

石
岡
一
高
の
ダ
ン
ス
部
に
よ
る「
恋

瀬
姫
サ
ン
バ
」
が
初
披
露
さ
れ
、
会

場
内
を
野
球
部
と
と
も
に
パ
レ
ー
ド

し
ま
し
た
。
ま
た
、
県
警
音
楽
隊
や

土
浦
吹
奏
楽
団
の
演
奏
、
路
上
で
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ー
の
競
演
、
豪
華
賞
品

が
あ
た
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
抽
選
会

な
ど
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
で
ま
つ
り
を

盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
７
月
18
日
か
ら
24
日
ま

で
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
石
岡
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
パ
ー
ク
で
、
星
空
コ
ン

サ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
竹
キ
ャ

ン
ド
ル
で
飾
ら
れ
た
会
場
に
は
、
星

空
茶
屋
も
オ
ー
プ
ン
し
、
来
場
者
は

夏
の
夜
を
楽
し
み
ま
し
た
。
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身
近
な
み
ど
り
を
き
れ
い

に
と
清
掃
活
動
を
実
施

　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
石
岡
市

推
進
委
員
会
で
は
、
犯
罪
や
非
行
の

防
止
と
、
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の

更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
も
ら

お
う
と
、
７
月
の
強
化
月
間
に
合
わ

せ
啓
発
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。
駅

前
や
イ
ベ
ン
ト
会
場
な
ど
６
か
所
で

行
っ
た
街
頭
活
動
に
、
約
１
６
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

７
月
１
日
に
行
っ
た
Ｊ
Ｒ
石
岡
駅

前
で
の
街
頭
活
動
で
は
、
推
進
委
員

が
た
す
き
姿
で
駅
前
に
立
ち
、
出
勤

途
中
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
高
校
生
に

啓
発
品
を
手
渡
し
な
が
ら
「
犯
罪
や

▲染谷地区の山林での清掃活動

▲市長を表敬訪問した踊正太郎さん

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

６
か
所
で
実
施

　

６
月
25
日
、
身
近
な
み
ど
り
整
備

推
進
事
業
で
整
備
し
た
染
谷
地
区
の

山
林
を
維
持
し
よ
う
と
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
清
掃
活
動
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
清
掃
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
、

こ
の
事
業
に
賛
同
す
る
セ
ブ
ン
イ
レ

ブ
ン
本
部
と
加
盟
店
の
職
員
に
よ
り

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
小
雨
が
降
る
中
、
20
人
が

参
加
し
て
、
ト
ラ
ッ
ク
１
台
分
ほ
ど

の
ご
み
を
収
集
し
ま
し
た
。

　

汗
だ
く
に
な
っ
た
参
加
者
か
ら
は

「
こ
う
し
た
活
動
に
よ
り
、
ご
み
の
ポ

イ
捨
て
が
な
く
な
り
、
緑
を
守
る
意

識
が
高
ま
っ
て
ほ
し
い
」
と
の
声
が

聞
か
れ
ま
し
た
。

▲石岡駅前での街頭活動

　平
成
22
年
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
に
お
い

て
、
石
岡
市
か
ら
次
の
方
々
が
永
年
の
功
績
に

よ
り
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。

瑞宝双光章（防衛）
松田　睦

（元１等空尉）

瑞宝単光章（警察）
関　　博

（元茨城県警部）

✿ 
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲        

✿

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

● 
瑞
宝
章

　
　（ず
い
ほ
う
し
ょ
う
）

　国
家
ま
た
は
公
共
に
対
し

功
労
の
あ
っ
た
方
で
、
公
務

等
に
長
年
に
わ
た
り
従
事

し
、
成
績
を
挙
げ
た
方
に
授

与
さ
れ
ま
す
。

● 

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

　警
察
官
、
自
衛
官
な
ど
著

し
く
危
険
性
の
高
い
業
務
に

精
励
し
た
方
に
対
す
る
叙
勲

で
す
。

踊よ
う 

正
太
郎
さ
ん

市
長
を
表
敬
訪
問

　

７
月
13
日
、
市
内
在
住
で
津
軽
三

味
線
奏
者
と
し
て
全
国
で
活
動
し
て

い
る
踊 

正
太
郎
（
本
名 

進
藤 

正
太

郎
）
さ
ん
が
、「
踊
」
と
改
名
し
て

10
年
に
な
る
の
を
記
念
し
て
、
市
長

を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　

踊
さ
ん
は
、
６
歳
で
津
軽
三
味
線

を
始
め
、
高
校
卒
業
後
、
青
森
県
弘

前
市
で
修
行
。
20
歳
か
ら
３
年
連
続

で
、
全
国
大
会
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
輝

い
た
踊
さ
ん
は
、
現
在
、
津
軽
三
味

線
踊
正
太
郎
流
家
元
と
し
て
、
後
生

の
育
成
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

　

踊
さ
ん
の
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

《
叙 

勲
》

瑞宝単光章（防衛）
田村　哲男

（元３等空尉）

非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。
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●中央公民館
　

中
央
公
民
館
、
府
中
・
東
・
城
南
・
国
府
の
各
地
区
公
民
館
で
は
、
９
月
か
ら
開
講

す
る
講
座
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
新
た
な
趣
味
や
余
暇
の
過
ご
し
方

を
見
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
。
夫
婦
、
友
達
同
士
で
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

柿岡 5680 番地 1 ☎ 43-6262

中央公民館

府中地区公民館

東地区公民館

城南地区公民館

国府地区公民館

府中地区公民館

公
民
館
講
座
で
新
た
な
発
見
を
！

平
成
22
年
度
後
期
公
民
館
講
座
案
内

講
座
名

講
座
内
容

講
師

開
催
日
・
曜
日

時
間
定 
員

費
用

パ
ソ
コ
ン

　
　
　

  

入
門

初
心
者
向
け
の
基
礎
講
座
。
文

字
入
力
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

活
用
な
ど
の
機
能
や
操
作
方
法

を
学
び
ま
し
ょ
う
。

石
井 

広
行

⑩
／
16
・
30
、
⑪
／
13
・
27  

⑫
／
11
、
①
／
22

②
／
５
・
19　

土
曜
日
（
８
回
）
9:30 ～

    12:00

20 名

無料

ギ
タ
ー
で

   

フ
ォ
ー
ク

　
　

   

ソ
ン
グ

ギ
タ
ー
を
弾
き
な
が
ら
、
懐
か

し
い
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
や
叙
情

歌
な
ど
を
み
ん
な
で
歌
い
ま

す
。（
ギ
タ
ー
持
参
）

上
野 

雅
彦

⑩
／
14
・
28 

、 

⑪
／
11
・
25

⑫
／
２
・
５
（
日
）・
16
、
①
／

13
・
27　

木
・
日
曜
日
（
９
回
）
13:30 ～
15:30

15 名

無料

大
正
琴

大
正
琴
を
初
歩
か
ら
学
び
、
素

敵
な
音
色
を
奏
で
ま
し
ょ
う
。

（
大
正
琴
を
持
っ
て
い
る
人
は

持
参
く
だ
さ
い
）

沖
田 

る
り
子

⑩
／
14
・
28 

、 

⑪
／
11
・
25

⑫
／
２
・
５
（
日
）・
16
、
①
／

13
・
27　

木
・
日
曜
日
（
９
回
）
10:00 ～
12:00

15 名

教材費
1,200 円

楽
し
い
唱
歌

曲
の
背
景
や
声
の
出
し
方
を
学

び
な
が
ら
、
懐
か
し
い
唱
歌
や

童
謡
を
楽
し
く
歌
い
ま
し
ょ

う
。

白
井 

珠
枝

⑩
／
14 
、
⑪
／
11
、
⑫
／
９

①
／
13 

、 

②
／
10
、
③
／
10

木
曜
日
（
６
回
）

10:30 ～
12:00

25 名

教材費など
1,500 円

社
交
ダ
ン
ス

（
ダ
ン
ス

　

 

ス
ポ
ー
ツ
）

ダ
ン
ス
で
楽
し
く
汗
を
か
き
ま

し
ょ
う
。
ル
ン
バ
・
タ
ン
ゴ
を

中
心
に
踊
り
ま
す
。

岡
部 

養
正

⑩
／
６
・
13
・
20
・
27

⑪
／
10
・
17

水
曜
日
（
６
回
）

10:00 ～
12:00

30 名

無料

ス
ポ
ー
ツ

　
　

  

吹
き
矢

吹
き
矢
を
楽
し
み
な
が
ら
、
腹

式
呼
吸
で
健
康
増
進
を
目
指
し

ま
し
ょ
う
。

菊
池 

節
夫

⑨
／
26
、
⑩
／
３
・
10

⑪
／
７
・
28

日
曜
日
（
５
回
）

9:30 ～　
12:00

20 名

教材費
1,500 円

コ
ア
リ
ズ
ム

エ
ク
サ
サ
イ
ズ

お
尻
ふ
り
ふ
り
体
操
や
、
誰
で

も
で
き
る
簡
単
な
シ
ェ
イ
プ
ア

ッ
プ
体
操
で
元
気
に
エ
ク
サ
サ

イ
ズ
。

木
村 

幸
子

⑩
／
２
・９
・
16 

⑪
／
６

土
曜
日
（
４
回
）

13:30 ～
15:00

30 名

無料

誰
で
も

　描
け
る

　
　

  

似
顔
絵

鉛
筆
で
楽
し
く
似
顔
絵
を
描
き

ま
し
ょ
う
。
初
心
者
・
経
験
者

を
問
い
ま
せ
ん
。

富
田 

明

⑩
／
８
・
22 

、 

⑪
／
12
・
26

⑫
／
10
・
24

金
曜
日
（
６
回
）

13:30 ～
15:30

20 名

教材費
1,000 円

茶
道

お
茶
の
作
法
を
学
び
、
日
本
の

伝
統
文
化
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん

か
。

（
表
千
家
）

助
川 

き
よ
子

⑩
／
２
・
16
、  

⑪
／
６
・
20

⑫
／
11  

土
曜
日
（
５
回
）

13:30 ～
15:30

15 名

茶菓子代
500 円

味
噌
づ
く
り

無
添
加
の
自
家
製
み
そ
を
作
り

ま
す
。

佐
々
木 

保

❶ 

⑩
／
16
土
曜
日
（
１
回
）

❷ 

⑩
／
23
土
曜
日
（
１
回
）

９:30 ～
12:00

各回24 名
3,200 円

樽代
650円

豆
腐
と

こ
ん
に
ゃ
く

　
　

   

づ
く
り

地
元
産
の
大
豆
と
こ
ん
に
ゃ
く

芋
を
使
っ
た
豆
腐
・
こ
ん
に
ゃ

く
作
り
を
中
心
に
、
料
理
を
し

ま
し
ょ
う
。

吉
田 

と
し
子

⑪
／
７
・
21

日
曜
日
（
２
回
）

9:00 ～
　12:00

24 名

材料費
1,000 円

館
外
研
修

　

   

芸
術
鑑
賞

上
野
公
園
内
の
美
術
館
鑑
賞
と

浅
草
を
散
策
し
ま
す
。（
昼
食
は

各
自
）

公
民
館
職
員

⑪
／
19

金
曜
日
（
１
回
）

8:00 ～
　17:00

30 名
入館料他

（昼食各自）
約 2,500 円

講
座
が
開
設
さ
れ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
公
民
館
へ
、
直
接
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

㊟
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
ハ
ガ
キ
で
の
申
し
込
み
は
で

き
ま
せ
ん
。

◆ 

申
込
期
間　

　

９
月
４
日
（
土
）
〜
12
日
（
日
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◆ 

申
込
方
法

＊
９
月
６
日
（
月
）
は
、
休
館
日

の
た
め
各
公
民
館
と
も
受
け
付
け

は
で
き
ま
せ
ん
。

＊
受
講
対
象
者
は
、
市
内
在
住
ま

た
は
在
勤
者
で
す
。

＊
各
講
座
と
も
受
講
希
望
者
が
定

員
を
超
え
た
場
合
は
、
抽
選
で
決

定
し
ま
す
。
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